
支
配
闘
.
，
丸
暗
コ
十
一
回
・
号
一
・
・
・
・
・
可
内
m

・
8
一
同
日
困
・
行
】

奉:JC十'ニ書事第-v・司、現

干す電量日一月九年閉刺 l矯

強

調

詣

厩

相
槙
税
の
弱
鮎

埠
藩
の
均
田
策

部
瞬
静
串
f

」
経
糖
動
事

抽

臨

背

開

仙

我
圃
の
経
費
増
加
す
」
物
慣
の
礎
動

諸

問

噛

演

上
海
の
枇
命
目
版
態

雛

開

市

錨

園

町

越
前
米
浦
の
農
民
逃
散
目
.

調
通
知
交
油
政
策
研
究
の
明
主
・

投
資
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

艦
時
工
場
に
於
け
る
職
工
の
生
活

物
債
指
般
に
附
す
る
一
論

マ
イ
ヤ

l
文
庫
・

近
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

議

• • 

-
法
皐
博
士
神
戸
正
雄

随
時
間
中
博
士
本
庄
柴
治
郎

女
摂
博
士
米
田
庄
太
郎

附

111 
IJI 

-
法
皐
士
樫
木

f変

嗣
済
仙
叩
博
士
黒
正
巌

技

皐

士

前

田

稔

靖

細
消
却
で
士
一
谷
藤
一
郎

続
出
Z
芝

元

一

木

村

喜

一

郎

汐

見

三

部

相
済
問
中
ト

楓
山
間
山
明
怖
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艦
舶
工
場
に
於
け
る
職
工
の
生
活

芝

フじ

li 

し

カr

き

近
時
制
合
川
則
巾
非
常
な
重
要
苫
を
以
て
論
議
せ
ら
る
L
A

に

亘
っ
た
問
胞
は

-
T
Lま
で
も
仕
〈
刀
曲
川
百
亡
し
て

一

i

巴

i
-
{
l
i
n
-
-

問
問
削
も
M
W
仙
川
出
た
る
の
山
崎
が
あ
る
。
此
拐
働
川
町
四
資
生
の
一

開
凶
は

MTあ
る
も
・
動
中
的
働
者
止
資
宇
一
点
削
ゆ
り
同
仕
れ
る

oif 
k 

山
川
ム
対
止
の
川
忙
双
方
が
其
の
白
川
川
E
知
L
古
る
忙
土

り
、
川
凶
を
止
や
る
場
合
が
非
常
K
多
い
。
然
ら
ば
削
ム

'rE

ろ
の
共
宵
怖
を
知
る
忙
は
.
仰
に
よ
る
か
主
計
へ
ば

之
は
左

う
し
て
も
正
附
な
事
官
社
示
す
正
融
た
統
計
に
よ
る
ほ
か
誌
が

な
い
の
で
あ
る
。
此
・
ぽ
味
忙
於
て

し
へ
い
足
並
仁
昨

K
刊
仁
M
M
E

つ
』

S-』
J
ジ

H
:
1
1

炉
、
て
は
従
業

U
一
般
の
世
怖
を
知
り
、

之
に
針
F
る
地
設
研
賞

の
資
料
を
仰
る
た
め
に

附
利
川
年
三
川
三
十
日
を
則
し
て

従
業

H
一
一
川
の
戸
日
制
有
を
腕
ハ
付
し
た
。
制
布
忙
就
き
酬
明
工
に

間
附
す
る
も
の
は
、

工
場
開
K
E
分
抱
し
、
刑
判

U
そ
の
他
に
閥
す

る
も
の
は
、
臨
卦

ι於
て
之
を
行
ふ
己
主
h
し
た
。
以
下
木
秘

忙
於
て
職
工
に
閲
す
る
制
存
の
払
川
市
を
叩
告
し
ゃ
う
ん
」
思
ム
。

調
査
の
方
法

ー
、
訓
読
施
行
忙
就
き
次
の
泊
り
委
員
長
及
び
委
削
を
胸
託

し
た
。

'l 
録

梶
船
工
場
に
於
吋
る
職
工
自
生
前

面i
合

安委
n 
l1 jき

工
務
部
長
。

秘
咋
。
品
開
民
。
政
世
向
。
シ
ョ
ッ
プ
主
任
者
。

馳
長
。
組
長
。
工
場
恕
腕
合
委
日
。
他
山
保
険
制

什
作
抗
日
。

れ
叫
日
中
よ
り
也
仙
せ
ち
れ
た
る
み
刊
即

2

、
協
託
打
合
自

一
日
川
什
五
日

委
U
H
K
及
び
各
委
H
H
の
川
忙
陥
賊
打
九
H

併
を

r.fl 
垂

各
課
忙
於
け
る
制
主
剛
山
剛
山
布
を

H
七
H

を
}
白
書
J

Z
、
d
v
W
M
q柿
w
v
a

日
時
世
、
三
十

H
午
日
川
時
三
4

卜
介
(
終
業
時
刻
)
主
L

VLI 
JJ 

一
日
午
附
中
忙
作
時
!
H
A
4日
民

ω前
掲
必
付
す
る
と
占
k
し

た。
獅
ほ
訓
夜
中
附
忙
つ
宮

町
山
削
頂
復
を
避
け
る
止
め
小
針
者

1<:: 
1.1 

制
鍛
忙
よ
り
賞
品
を
附
早
ん
す
る
と
主
主
し
、
抽
銃
器
は

開
諮
問
対
ル
」
引
換
へ
忙
交
付
す
る
と
止
a
h

し
た
。

抗
日
川
出
回
等
賞

成
部
賞

品
世
勲
賞

眠
時
計
時
国
側

作
製
服
一
帯
地

作
禁
手
袋
一
印
刷
由

内

A
4
4
品

五
百
名

其
の
他
訓
都
町
前
例
示
添
付
の
枇
内
組
如
及
び
相
川
一
一
小
に
よ
り
て

大
い
に
宜
仰
に
M
H
め
た
。

節
=
十
九
巷

四
五
五

件
三
腕

t 
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生
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呼
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雑

艦
船
工
場
に
於
け
る
職
工
の
生
活

紘

4
1

記
入
K
っ
き
て
の
注
島
事
項
(
調
査
諜
根
回
)

ィ
、
組
名
欄
一
一
ハ
自
分
ノ
働
イ
テ
ヰ
ル
組
ノ
職
長
瓦
ρ

組
長
ノ
姓

7
間
入
ス
ル
ヨ
ト

ロ
、
出
生
地
ρ
府
腕
ノ
ミ
間
入
ノ
コ
ト

戸
、
年
齢
ハ
般
へ
年
ヲ
以
テ
何
歳
?
担
入
ス
ル
コ
ト

z

、
現
住
所
ρ

ナ
ル
ペ
ク
詳
細
一
一
正
シ
ク
記
入
シ
世
話
ガ
自
分
ノ

所
布
ム
ア
レ
パ
(
呼
山
)
ヲ
件
時
間
ヌ
ル
コ
ト

」
ぺ
刊
宅
欄
品
ハ
日
喝
、
情
説
停
ヲ
叩
入
ン
リ
(
ノ
品
蜘
及
借
家
尉

住
者
品
ア
リ
テ
ハ
家
賃
ヲ
毛
記
入
ス
ル
ヨ

1
0
但
シ
下
宿
者
一
一

ア
リ
7
ρ

下
宿
料
ノ
ミ
加
入
ス
ル
コ
ト

円
、
配
偶
者
ハ
同
居
七
ル

F
有
ト
ヲ
問
コ
ハ
布
無
ヲ
間
入
ス
ル
コ

ト
ト
、
世
帯
主
欄
ρ

祉
相
主
ガ
自
分
ナ
ラ
バ
自
分
、
先
ナ
ラ
バ
史
、

兄
ナ
ヲ
パ
凡
ト
間
入
ス
ル
コ

1

チ
、
公
敬
欄
一
一
ハ
耕
土
山
川
、
民
京
、
何
々
静
批
信
押
丸
ル
ム
パ
市
旨

y

記
入
ス
ル
ヨ
ト

り
、
新
聞
雑
誌
欄
一
-
戸
自
己
ノ
愛
韻
ス
ル
大
阪
毎
日
新
聞
、
都
働

新
聞
、
キ
ン
グ
、
描
談
雑
誌
轄
ヲ
間
入
ス
ル
コ
ト

モ
ラ
ヂ
オ
欄
品

ρ

一
フ
ヂ
オ
ヲ
設
備
セ
ヲ
レ
居
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
担
入

ス
ル
ロ
ト

ペ
兵
役
欄
晶

ρ
(
補
充
、
後
備
、
蹄
件
)
位
、
腕
栴
晴
、
歩
(
騎
、

砲
、
工
、
酬
明
並
、
輸
卒
)
兵
ト
間
入
ス
ル
プ
F

ォ
、
趣
味
娯
蝉
欄
一
一
ハ
観
刷
、
音
柴
、
問
碁
、
野
時
、
角
力
、
闘

第
二
十
丸
巷

四
五
λ

量声

器

一
四
O

郵
等
自
己
ノ
趣
味
娯
柴
帯
ヲ
記
入
ジ
「
哨
川
町
欄
」
一
一
ハ
酒
、
個
平

倖
自
己
ノ
晴
好
物
ヲ
間
入
ス
ル
コ
ト

り
、
誼
勤
方
法
ハ
表
問
ノ
大
槌
ノ
内
白
己
ノ
平
常
ト
レ
ル
掴
動
方

法
ヲ
趨
シ
他
ア
抹
消
ス
ル
ヨ
ト
、
活
動
時
間
ハ
自
己
ノ
家
ヲ
山

一一T
脅
枇
一
-
到
若
ス
ル
詣
ノ
時
間
ヲ
記
入
ス
ル
コ
ト

力
、
生
命
保
険
制
ユ
川
作
州
市
H

耐
名

A
金
制
ヲ

E
シ
ク
館
入
ス
ル
コ

ョ
、
扶
誌
欄
-
ハ
同
肘
ヒ
ズ
シ
ナ
自
分
ガ
扶
養
シ
テ
府
ル
入
射
及

金
制
ヲ
記
入
ス
ル
コ
ト

タ
刷
業
欄
品
ハ
刷
業
ノ
粗
鋼
(
例
¥
山
煙
草
山
、
菓
子
屋
】
及
一

ヶ
月
平
均
枚
入
帯
夫
々
記
入
ス
ル
コ
ト

レ
‘
蹴
柄
欄
品
ハ
氏
、
母
、
夫
、
事
(
内
縁
ノ
説
ヲ
モ
合
ム
)
長
男

二
男
、
甥
、
姪
、
妻
ノ
兄
、
同
肘
人
等
羽
続
柄
ヲ
詳
細
昌
詔
入

ス
ル
コ
ト

ソ
、
家
旋
又
ρ

同
居
人
巾
世
帯
主
一
-
到
シ
下
柑
料
ヲ
宜
姉
ヒ
尉
ル

者
ア
ル
ト
キ
ρ
続
相
欄
品
「
下
宿
料
ア
リ
」
L
F

記
入
ス
ル
コ
ト

ッ
、
世
帯
正
z

雇
ハ
レ
テ
同
居
セ
ル
者
ハ
続
柄
欄
内
ユ
「
雇
人
」
ト

記
入
ス
ル
コ
ト

示
、
家
族
ト
雌
本
籍
兆
他
ノ
地
=
ア
り
テ
本
人
ト
同
肘
七
ザ
ル
モ

ノ
ハ
記
載
ス
ル
三
A
パ
ザ
ル
コ
ト

ナ
、
同
一
家
屋
内
二
居
住
ス
ル
者
ト
雌
松
済
ヲ
別
ユ
シ
居
ル
者
ρ

本
開
査
一
一
何
年
ノ
蜘
悼
ナ
シ
従
ツ
テ
記
入
ス
ル
一
一

A
パ
ザ
ル
コ



ヲ
、
本
栗
一
二
回
載
シ
タ
ル
家
族
共
ノ
他
ノ
者
a

シ
テ
有
職
者
ナ
ル

ト
キ
ハ
必
ズ
職
業
欄
一
一
共
旨
記
載
ス
ル
コ
ト

ー
、
本
葉
山
皆
サ
ン
ノ
嗣
制
帯
議
ノ
混
ノ
統
計
資
料
ト
シ
テ
使
用

ス
ル
モ
ノ
ヂ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
右
註
意
事
項
桐
熱
誠
ノ
上
楳
ナ
ク

間
入

ν
テ
下
サ
イ

日
、
本
調
山
一
掛
員
ノ
件
一
一
回
開
館
セ
シ
メ
マ
セ
ン

調
査
の
結
果

調
査
申
告
の
成
績
は
昭
和
四
年
一
二
月
三
十
日
在
籍
職
エ
人
員

数
二
、
六
四
一
名
白
内
申
告
人
員
故
二
、
三
六

O
名
に
し
て
共
比

率
は
八
九
M
m
で
あ
っ
た
。
第
一
表
白
如
く
で
あ
る
。

書箱人員搬に劃する申告人員耐の比串

告人員劃

雑人員劃

似J%
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t下pFぶnL 昭和4.3.30在籍人民監

現圃工 162 162 

誼 格段工 42 37 

事活j.!tI 136 126 

穿孔工 01 91 

船 取Hコ 238 208 

絞餌エ 136 126 

鍛fL工 87 84 

部 餓装工 184 170 

計 1，076 

模型工 34 

迭 陣物工 112 106 

鍛泊工 69 

機械工 170 165 

製岡工 204 161 
機
制工 72 69 

且上工 263 176 

電気工 37 36 

部 担i輔工 68 67 

一計 1，019 846 

車繭工 116 ~I-
其 亜鉛工 7 7 

怯縮工 87 85 

誕撤工 160 160 

船員 30 28 

" i且具工 91 88 

製材工 13 12 

宜/iIl定夫 28 28 

他 管路工 15 14 ← 
音「 546 520 

十=
車噛 音「 2，641 2，880 

{第一表)

八
九
%
の
比
率
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
調
査
報
告
に
基
昔
、
職

工
の
生
活
の
大
関
を
捕
捉
す
る
に
差
支
た
い
の
で
あ
る
。
試
み

雑

錐

艦
船
工
場
に
於
吋
る
職
工
回
生
活

に
調
査
報
告
の
重
要
な
る
も
の
を
、
職
エ
の
境
遇

榊
生
活
、
職
工
の
経
済
生
泊
の
三
つ
に
ま
止
め
る
と
、
弐
の
如

職
工
の
精

第
二
十
九
巻

第

量量

四
五
九

四



雑

銑

艦
船
工
場
に
於
同
り
る
職
エ
回
生
活

第
二
十
丸
谷

四
六
O 

第
三
腕

四

〈
で
あ
る
。

四

職
工
の
境
池

遇
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
身
分
閥
係
と
し
て
は
、
年
齢
し
と

配
偶
閥
係
主
家
族
又
は
同
居
人
教
と
皐
民
主
を
掲
げ
た
の
で
お

一
る
。

職
工
の
生
活
朕
態

E
明
か
に
す
る
に
営
つ
て
は
、
先
づ
共
境

一一一寸

2.J60 

性
同
一

一
4
剛
山
田
曲
出
向
四
日
バ
削
制

ω剖
田
町

H
釘

M
削
的
制
帥
沼
田
日
町
川
叫

M
O前
田
沼
鉱
閉

μ
M
M出
引
凶

7
7持
6
6
6
2
8
1
3

M

純
一

1
1
1
1
1
1
1
1

四
一

回

一

-

1
一

回

職
一
戸

造船部遺捜部其の他

1届才 2 2 。
16 7 12 1 
1'7 I6 10 7 
18 17 20 6 
1. 34 26 6 
20 36 27 13 
21 35 26 lJ 
22 34 26 15 
23 39 26 217 1 
24 40 32 
25 60 32 20 
26 42 26 τ8 
27 42 40 24 
28 49 53 25 
1:9 58 38 18 
30 60 39 30 
31 52 34 18 
32 45 26 29 
:::3 19 30 18 
114 40 H 16 
;:15 41 34 2全
86 36 21 16 
37 .5 33 25 
lJ8 22 22 13 
!l9 21 21 16 
40 12 16 13 
41 18 16 17 
42 18 13 9 
43 17 8 8 
44 13 14 。
.15 11 7 9 
46 @ 8 5 
47 6 12 9 
48 5 10 8 
49 B 14 B 
50 10 6 o 
51 8 8 4 
62 2 4 1 
63 2 4 1 
64 E e 5 
65 E 1 4 
56 o 1 5 
558 7 1 2 

2 。。 2 
59 o 1 2 
60 1 。 o 
61 I 1 1 

百十 994 846 520 

(勝二表)(第三表)些壬笠型倒型f壁

謹 抱 其 総

船部 機部
仮〉

l 偶無z 者
iIIl ~L 

町日7363 1.476 

E僻岬 157 893 
9同 8461620 2.360 

些主空室董豆
竺里皇室皇型主

部器柵部匙
車車

』ι計
ナ

|さ
202 128 74 404 

|さ
1St 103 70 304 

!会
183 183 109同 E

1合 157 127 97 381 
1+ 120 119 74 318 
94 89 50 233 

人 56 53 25 133 

人七 34 24 14 72 
入

}士
10 10 4 24 

十人
4 e 3 12 

で入寺zー
1 o E 

人
。s 。 E 

計 994 846 52CJ 2.360 

(第四韮)



以
上
回
三
表
を
比
較
す
る
に
、
職
工
の
年
齢
は
平
均
三
十
才

と
た
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
有
配
偶
者
E
K
封
し
無
配
偶
者
は
一
一
一
と

云
ふ
撒
宇
を
示
し
て
ゐ
る
。
叉
職
工
の
家
族
又
は
同
居
者
員
政

も
二
人
か
三
人
か
と
た
り
、
夫
鶴
暮
し
に
子
供
が
一
人
か
ご
人

か
と
云
ム
白
が
大
多
数
主
占
め
て
ゐ
る
。
宵
職
工
の
皐
歴
を
序

に
調
査
し
て
撞
い
た
が
、
第
五
衰
の
示
す
が
如
く
、
過
牛
数
は

噂
常
小
曲
申
校
卒
業
の
程
度
で
め
る
。

腫

誼船部
指 其 組

部機
。
世且 冒f

A業4せ授向者を卒 52 50 41 

はる，J、暗常卒業 555 396 276 
高等退串 61 62 34 157 

皐
両草卒業 245 143 670 282 

校 音「 9/'iO 753 494 2.197 

中皐校 8 13 7 28 
中
商業畢校 4 8 5 

瞳 職工亭校 7 20 6 

工業皐校 7 28 4 
皐 造船甲種 3 3 

校
其田他 16 24 5 45 

計 4; 00 26 160 

高等工業 3 

百五;ヰ言十 994 846 

串医〉ヱ職{第五衰)

雑

録

艦
船
工
場
に
於
砂
る
職
工
白
血
活

茸

職
工
の
糟
紳
生
活

職
ヱ
の
精
神
生
活
の
第
一
・
と
し
て
、
第
六
表
に
宗
教
を
掲
げ

た
の
で
め
る
Q

勿
論
、
此
等
の
宗
教
に
信
仰
を
有
し
て
ゐ
る

か
、
又
は
先
祖
侮
古
郡
白
宗
教
を
形
式
的
に
守
っ
て
ゐ
る
に
過
宮

た
い
の
か
の
問
題
と
た
る
占
企
く
不
明
で
あ
る
。
然
し
第
六

表
が
此
の
間
制
に
釘
L
或
る
有
力
訟
る
解
答
E
輿
へ
て
ゐ
る
事

は
事
賞
で
あ
る
。

団一

uyM蜘
出

21lu--蹴一
山

一
一
劃
間
口
到
劃
釦
明
川
市

断
一
一
時
自
己
綿

働

敬

職
工
の
趣
味
生
活
を
調
査
す
る
勉
め
に
、
第
七
表
、
第
八
表

第
九
表
白
三
表
を
作
製
し
た
の
で
あ
る
。
第
七
表
に
於
て
は
主

と
し
て
娯
柴
の
方
闘
を
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
十
九
巻

回

大

第

韓

四



雑

艦
船
工
場
に
A
M
げ
る
職
工
白
生
活
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体
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山

励

行

歩

蹄

馬

揃

尉

掛

球

世

句

曲

節

準

的

品

説

世

花

泊

浩

煤

仙

L
一

一

和

一

一

働

制

花

制

。

一

計

一

(

一

一

野

除

柔

剣

水

角

登

誕

肱

散

脚

雄

前

芝

音

謹

書

俳

謡

浪

舟

魚

倒

刷

韻

比

政

茶

闘

其

無

一

五調正

教
の
上
か
ら
云
へ
ば
、
活
動
諸
民
、
芝
居
、
菅
柴
・
読
書

囲
碁
持
茶
、
野
球
の
順
序
'
と
た
っ
て
ゐ
る
o

倫
本
表
及
び
次
の

二
表
に
於
て
、
純
引
が
申
背
人
員
撒
以
上
と
た
っ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
己
れ
は
一
人
に
て
こ
種
以
上
の
趣
味
生
活
を
柴
ん
で

ゐ
る
事
の
矯
め
で
あ
る
。

職工の韻書及ザヲヂオ調

起船膏E
温 共 線、

機部
") 

世B 首十

新大阪毎日 403 389 198 S円lO

大限朝日 381 391 213 ~86 

間其田他 26 94 H 134 

計 810 874 426 2，109 

キ ング 83 73 6C 206 

現 tt 9 5 。14 
雑宮 士 8 8 7 18 

新背年 6 4 2 12 

宜業之日本 2 2 。 4 
誌主知山玄 4 II 3 18 

j，由中也 47 6!l 30 146 

音ト 169 167 92 418 

ナ シ 206 61 94 361 

有 1R 33 8 69 

抽 976 813 512 2.301 

言十 994 846 520 2.360 

(第八表)



職 1 の晴好品

m 結 其 草地

刊船5 輔副E
U) 

一盤ー 官「

.1 46: 36 z18q2 g 1.116 
泊 252 219 60 
f-I 176 1“I 761 413 
切当
42 53 201 11li 
6 10 8 19 
6 4 1 J1 

E 8 。4 
13 5 1 19 。 1 2 
6 21 2 29 

司 B 9 1 13 
話 1 。。1 
1 1 1 a 

z I s 
1 8 】 5 

キiE: 1 
2 。B 
2 。 2 
16 8 46 

LI 12() 116 77 313 

1，117 991 612 2，720 

(第九J~)

一

料

料

科

茶

卯

一

本

件

那

一
珊
酒
聾
岡
本
午
す
日
岨
宜
托
珪

b 

， _.ヒ
i~1f 
~n} 

lじの
た

計

第
八
表
に
於
て
新
聞
の
購
読
教
の
多
古
事
は
注
目
す
べ
幸
で

あ
る
。
叉
第
九
表
に
於
て
、
煙
草
が
絶
封
多
監
を
占
め
、
酒
類

菓
子
白
晴
好
が
と
れ
に
蹴
い

τゐ
品
の
も
興
味
深
き
事
寅
で
あ

る。

占，、

職
工
の
経
済
生
活

品

L
る
境
遇
に
あ
り
、

か
h
る
精
紳
生
活
主
念
つ
℃
ゐ
る
職

工
は
、
来
し

τ如
何
な
る
消
費
生
前
b

免
債
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
ら

う
か
。
第
十
茨
は
職
工
の
.
L
O
Y

月
の
生
計
時
間
主
調
査
し
た
も
の

で
あ
る
。

{第十表} 馳工の一ヶ月生計費

指船部
誼 J白E 亀車

機昔日 他 官十

20岡以下 4 7 o 1l 
20-24 1l 7 8 21 

25-29 24 14 7 45 

30-34 32 28 9 69 

35-39 38 40 16 94 

40.-44 71 34 16 12) 

45ー胡 58 33 28 m 

50-54 97 75 65 227 

56-59 66 29 24 11日

60-64 107 82 67 251l 

65-69 64 55 39 15， 
70ー74 75 67 1>3 195 

75--79 47 46 36 12!1 

80-84 66 6.， 41 17~ 

85-89 20 38 19 77 

90-94 23 34 15 72 

95---99 17 27 9 53 

100-104 E悶 36 8 69 

105-109 B 4 1 7 

1l0-1H 6 13 8 27 

]15-]]9 6 3 I g 

120-124 13 14 。36 
125-129 。 1 。 1 
]80--134 8 7 2 12 

135-1包9 I 1 。 2 
140-144 8 a 1 7 
145-149 。 I 。 1 
150間以上 19 25 6 50 

司之 明 99 57 47 

調昔ト 994 846 520 

雑

偉

艦
船
工
場
に
於
吋
る
職
工
の
生
活

第
二
十
九
巻

回
大

主再

説

凹
亙



銑

艦
船
工
場
に
於
け
る
紬
工
白
生
活

雑

第
十
衰
を
見
る
に
、
下
は
二
十
回
以
下
よ
り
上
は
百
五
十
困

以
上
に
介
れ
て
ゐ
る
が
、
平
均
し
て
云
へ
ば
六
十
五
問
見
営
一
た

り
と
一
匹
は
ね
ば
た
ら
ぬ
。
と
白
一
ヶ
月
白
生
計
費
に
つ
き
種
々

の
研
究
主
施
す
事
が
出
来
る
が
、
帥
刊
に
注
目
す
べ
吉
も
の
・
と
し

て
住
居
費
止
交
泊
殺
と

E
bげ
、
そ
れ
b
L

介
析
す
る
と
、
第
十

-
表
占
第
十
二
表
と
を
得
る
事
が
出
来
る
。

宅

;i 
判
円
一

住

A
6
d
 

の工

主主

下
川
釧
叫
叫

剛
一
一
二

白
川
旧
同
凶

品

血

量

島
周

~iI {第十ー去)

第
二
十
九
谷

四
六
回

第

貌

四
2た

第十二表 1陛 T~と翌盟主主主

コ可Ell|
1701 

48副

'201 

81司

6911 

3t 

5201 2，361 

4釧

1091 

13 

1061 

叫

1121 

191 

846 

84 

14B 

113 

481 

1!)3 

~~Ol 

9B4 

1801 

4131 

263 

28 

2!1'2 

165 

1，"電棋局下
車

築地法

耳I

1長

明

天保山雄

自枠車

言十

徒

司ミ

円

職
工
の
住
宅
は
殆
ん
ど
借
家
で
あ
っ
て
、
下
宿
之
に
次
ぎ
.

自
宅
は
極
め
て
小
蚊
で
あ
る
o

曲
旧
家
に
つ
い
て
見
る
に
、
昼
は

十
一
昼
乃
五
二
十
品
、
家
賃
が
十
一
園
乃
至
二
十
闘
と
云
ム
所

が
普
通
に
な
っ
て
ゐ
る
。

以
上
艦
船
工
場
に
於
け
る
職
エ
の
生
活
主
調
べ
る
目
的
を

以
て
、
大
阪
鍛
工
所
の
職
工
の
生
活
に
つ
き
戸
口
調
査
を
行
つ

た
の
で
あ
る
o

E
の
戸
口
調
査
は
、
更
に
各
方
同
に
及
び
且
つ

詳
細
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上
よ
h

り
し
て
大

路
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。


